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従
業
員
が
予
期
せ
ぬ
怪
我
や
病

気
（
私
傷
病
）
で
、
長
期
間
労
務

が
で
き
な
い
事
象
が
生
じ
た
時
の

以
後
の
労
働
契
約
関
係
は
、
労
務

相
談
で
多
い
事
例
の
一
つ
で
す
。

当
該
従
業
員
に
と
っ
て
も
退
職

（
解
雇
）
に
な
る
の
で
は
、
と
不

安
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
会
社
は
当
該
事
由
を
も

っ
て
労
働
契
約
を
打
ち
切
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
労
働
基
準

法
等
で
は
義
務

付
け
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
会

社
が
任
意
に
定

め
る
休
職
制
度
に
よ
り
適
用
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
休
職
と
は
、

籍
を
お
い
た
ま
ま
一
定
期
間
労
働

を
免
除
ま
た
は
禁
止
し
、
職
場
復

帰
の
た
め
療
養
に
専
念
し
て
も
ら

う
措
置
・
制
度
を
い
い
ま
す
。

休
職
に
関
す
る
一
般
的
な
明
示

事
項
と
し
て
、
①
休
職
事
由
（
私

傷
病
に
よ
る
欠
勤
が
○
日
を
超

え
、
そ
の
傷
病
が
治
癒
し
な
い
と

き
等
）
②
診
断
書
提
出
の
有
無

（
休
職
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
判

断
す
る
た
め
）
③
休
職
期
間
（
勤

続
年
数
に
よ
っ
て
差
を
設
け
る
こ

と
が
多
い
）
④
休
職
期
間
延
長
の

有
無
⑤
休
職
期
間
中
の
賃
金
支
給

の
有
無
（
支
給
要
件
を
満
た
せ
ば

休
業
補
償
と
し
て
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
か
ら
傷
病
手
当
金
支

給
）
⑥
休
職
期
間
中
の
社
会
保
険

料
本
人
負
担
分
の
徴
収
（
休
職
に

よ
る
社
会
保
険
料
免
除
が
な
く
保

険
料
が
発
生
、
無
給
の
場
合
は
源

泉
控
除
が
で
き
な
い
た
め
会
社
は

別
途
請
求
し
支
払

う
旨
）
⑦
休
職
期

間
満
了
後
の
措
置

（
休
職
期
間
満
了

日
に
復
職
で
き
な

い
場
合
は
自
然
退

職
と
い
う
規
定
が
多
い
）
⑧
勤
続

年
数
へ
の
算
入
（
退
職
金
と
の
関

連
）
⑨
賞
与
算
定
期
間
中
に
休
職

期
間
が
あ
っ
た
場
合
の
賞
与
額
計

算
方
法
（
当
該
期
間
分
は
減
額
対

象
と
す
る
こ
と
が
多
い
）
⑩
復
職

に
関
す
る
規
定
等
々
で
す
。

な
お
、休
職
期
間
の
起
算
日
は
、

欠
勤
開
始
日
か
ら
で
は
な
く
、
欠

勤
が
○
日
を
超
え
会
社
が
休
職
を

命
じ
た
日
と
な
り
ま
す
。
従
業
員

へ
の
健
康
面
で
の
配
慮
、
い
ざ
と

い
う
時
の
急
場
を
し
の
ぐ
た
め
、

休
職
に
関
す
る
詳
細
事
項
を
労
働

条
件
通
知
書
等
で
明
示
も
し
く
は

就
業
規
則
に
規
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。

社
会
保
険
労
務
士

竹
島

敏
幸

竹島さん

5
月
16
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
第
1
回
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岡
庭
建
設
㈱
専
務
取
締
役
で
あ
る
池
田
浩
和
さ
ん
に
よ
る
「
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー

ム
現
在
の
情
勢
と
東
京
都
に
お
け
る
法
整
備
」と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。
（
文
章
・
見
出
し
と
も
責
任
は
編
集
部
）

岡
庭
建
設
㈱
の
池
田
と
申
し
ま

す
。
西
東
京
市
で
工
務
店
を
経
営

し
つ
つ
、
一
技
術
者
と
し
て
も
お

客
さ
ん
と
接
し
た
り
現
場
に
出
向

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
、

「
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
消

費
者
が
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
身
近
な
と
こ
ろ
へ
行
動
を
し

始
め
て
い
る
こ
と
を
、
い
ま
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
身
近
な
環
境
に

目
が
行
く
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、

調
べ
る
動
き
が
始
ま
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
テ
レ
ビ
と
か
で
も
街

の
小
さ
な
中
華
屋
さ
ん
と
か
、
小

さ
な
お
店
を
特
集
し
て
や
た
ら
そ

こ
が
流
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
近
く
に
こ
ん
な
良
い
お

店
あ
っ
た
ん
だ
な
と
か
、
い
い
会

社
あ
っ
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

に
、
徐
々
に
気
づ
き
始
め
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
い
と

こ
ろ
よ
り
も
地
域
・
地
場
の
会
社

が
が
ん
ば
っ
た
ら
逆
転
す
る
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
年
後
に
省
エ
ネ

義
務
化
が
決
定

こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
が
駆

け
足
で
動
い
て
い
き
、
世
の
中
が

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
社
会

情
勢
に
関
す
る
情
報
を
い
か
に
収

集
し
て
、
そ
れ
を
自
社
に
落
と
し

込
む
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
が
今

後
必
要
な
の
か
、
な
ん
と
な
く
知

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
質

的
な
と
こ
ろ
を
よ
く
理
解
し
て
お

い
た
ほ
う
が
、
お
客
さ
ん
へ
の
説

明
に
よ
り
説
得
力
が
出
ま
す
。

政
府
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
つ
ま
り

脱
炭
素
社
会
の
実
現
（
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
）
を

め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
建
築
業
界
で
は
2
0
2

0
年
に
見
送
り
に
な
り
ま
し
た
け

ど
も
、
今
国
会
で
2
0
2
5
年
の

省
エ
ネ
義
務
化
が
ほ
ぼ
決
ま
る
と

こ
ろ
で
す
（
6
月
13
日
成
立
）
。

併
せ
て
建
築
基
準
法
関
係
も
変
わ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
様
々
な
こ

と
が
急
激
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
だ
け
ど

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン

昨
年
4
月
か
ら
脱
炭
素
社
会
に

向
け
た
あ
り
方
検
討
会
が
緊
急
で

始
ま
り
、
2
0
2
5
年
に
省
エ
ネ

が
義
務
化
な
ど
が
決
ま
り
、
ど
ん

ど
ん
ど
ん
省
エ
ネ
化
が
急
速
に
住

宅
分
野
に
進
ん
で
き
ま
す
。
こ
こ

で
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

内
容
に
は
、
2
0
3
0
年
に
新
築

さ
れ
る
住
宅
の
建
築
物
に
つ
い
て

は
戸
建
て
住
宅
の
6
割
に
太
陽
光

発
電
が
導
入
さ
れ
、
2
0
5
0
年

に
は
ス
ト
ッ
ク
平
均
で
ゼ
ッ
チ

（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
ゼ
ッ
チ
と
は
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ

ー
住
宅
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
ゼ

ロ
以
下
に
す
る
家
）
の
こ
と
で

す
。
あ
と
28
年
で
今
の
既
存
で
建

っ
て
い
る
も
の
ま
で
が
ゼ
ッ
チ
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
義
務
化
さ

れ
る
断
熱
性
能
に
適
合
す
る
よ
う

な
住
宅
は
日
本
の
住
宅
の
中
の
1

割
し
か
な
く
て
、
残
り
9
割
は
こ

こ
に
達
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
を
2
0
5
0
年
に
引
き
上
げ

る
の
は
結
構
大
変
な
こ
と
だ
な
ぁ

と
思
う
一
方
で
、
こ
れ
は
需
要
が

メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
あ
る
ブ
ル
ー
オ
ー

シ
ャ
ン
（
未
開
拓
の
市
場
）
。
こ

れ
か
ら
こ
の
省
エ
ネ
・
断
熱
の
工

事
は
と
っ
て
も
需
要
性
が
高
い
部

分
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

消
費
者
に
説
得
力

リ
カ
コ
の
活
用
を

う
ち
の
会
社
も
お
か
に
わ
リ
フ

ォ
ー
ム
工
房
と
い
う
リ
フ
ォ
ー
ム

専
門
の
部
署
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
す
ご
く
お
客
さ
ん
か
ら
の
問
い

か
け
が
増
え
て
い
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
応
対
の
際
に
、

リ
カ
コ
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
団
体
登
録
は
、
も
の
す
ご
く
活

か
せ
ま
す
。
消
費
者
に
対
し
て
説

得
力
が
あ
る
ん
で
す
。

た
だ
、
回
り
を
見
て
い
る
と
、

こ
の
魅
力
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
国
が
定
め
た
制
度
で
、
な
れ
る

人
に
し
か
な
れ
な
い
ん
で
す
。
し

か
も
常
に
更
新
さ
れ
て
い
く
の

で
、
あ
る
意
味
選
ば
れ
た
事
業
者

な
ん
で
す
。

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
方
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
会
社
を
探
す
の
に
大
変

悩
ん
で
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

「
ま
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体

登
録
さ
れ
て
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」

と
い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。

講師を務める池田浩和さん

【
受
験
準
備
講
座
】

二
級
建
築
士
・
製
図
（
9
月
の
製

図
試
験
を
目
指
す
講
座
・
建
設
従

事
者
向
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
7
月

14
日
〜
9
月
8
日
（
木
曜
夜
と
日

曜
昼
）
池
袋
、
8
万
5
千
円

一
級
建
築
士
・
製
図
（
10
月
の
製

図
試
験
を
目
指
す
講
座
）
7
月
31

日
〜
10
月
2
日
（
日
曜
9
回
）
池

袋
、
8
万
5
千
円

【
作
業
主
任
者
】

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
7
月
26
日
〜
27

日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0

0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
8
月

2
日
〜
3
日
（
火
水
）
池
袋
、
②

9
月
1
日
〜
2
日
（
木
金
）
1
万

4
5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
8
月
4
日（
木
）

池
袋
、
②
8
月
31
日
（
水
）
8
千

円増
改
築
相
談
員
7
月
15
日
（
金
）

池
袋
、
2
万
円

新
規
（
経
験
10

年
以
上
）
3
万
円

【
建
設
機
械
】

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
技

能
講
習（
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
）

7
月
16
日
〜
17
日
（
土
日
）
西
多

摩
支
部
会
館
、
3
万
8
千
円
、
解

体
と
セ
ッ
ト
割
引
5
万
8
千
円
※

特
別
教
育
修
了
後
3
カ
月
以
上
経

験
者

車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）
技
能

講
習
7
月
18
日
（
月
祝
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

Ｌ
Ｇ
Ｓ
、
ボ
ー
ド
（
請
負
）

間
島
敏
章
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
3
0
―
9
7
6
9

電
工
及
び
協
力
会
社
（
正
規
・
請
負
）

エ
ー
ス
電
設
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
0
―
4
6
0
5

塗
装
（
正
規
）

㈱
Ｓ
・
Ｔ
・
Ｐ
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
8
2
9
―
2
4
2
4

現
場
代
理
人
（
正
規
）

㈱
正
和
電
気
（
文
京
支
部
）

☎
0
3
―
5
6
8
9
―
8
3
2
6

解
体
工
（
正
規
）

㈲
越
高
工
業
（
日
野
支
部
）

☎
0
4
2
―
6
5
0
―
6
4
2
4

ク
ロ
ス
Ｃ
Ｆ
工
事
（
正
規
）

㈱
春
ク
リ
ー
ン
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
5
7
―
2
3
4
0

外
構
職
人
（
正
規
）

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
ハ
ル
ガ

ー
デ
ン
）
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
7
9
6
―
2
8
3
4

鉄
骨
工
、
鍛
冶
工
、
と
び
工
（
正
規
）

㈱
赤
城
組
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
5
3
―
7
4
6
4

電
気
工
事
、
電
話
工
事
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
正
規
）

㈱
テ
ク
ノ
ラ
イ
ズ
（
墨
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
0
0
8
―
8
9
8
4

大
工
（
短
期
・
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
4
9
7
―
5
4
4
3

解
体
工
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

富
士
解
体
工
業
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
8
9
―
2
2
7
7

床
工
、
営
業
、
ク
ロ
ス
工
、
施
工
管
理

（
正
規
）

㈲
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
レ
ス
（
三
鷹
武
蔵

野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
7
0
―
2
9
0
7

足
場
と
び
（
正
規
）

㈱
髙
橋
組
（
墨
田
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
2
3
―
0
5
1
7

解
体
工
〈
ア
ス
ベ
ス
ト
〉
（
正
規
）

カ
ク
屋
（
新
宿
支
部
）

☎
0
8
0
―
3
5
2
0
―
4
7
0
3

塗
装
（
正
規
）

㈱
塗
・
塗
・
屋
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
8
0
―
8
7
0
0
―
1
7
9
3

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈱
相
模
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
5
3
―
0
5
2
5

解
体
工
（
正
規
）

㈲
宮
睦
（
江
東
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
3
8
―
6
4
3
8

内
装
仕
上
工
事〈
ク
ロ
ス
・
床
〉（
正
規
）

花
田
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈲
（
江
戸
川

支
部
）

☎
0
3
―
3
6
7
9
―
5
9
6
6

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
等
の
木
工
作
業

（
正
規
）

㈲
ウ
エ
ダ
広
芸
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
2
7
―
1
5
5
1

内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
正
規
）

㈱
イ
ン
フ
ィ
ル
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
6
8
0
6
―
2
1
0
7

※
し
ご
と
Ｎ
Ｅ
Ｔ
事
業
が
6
月
末

で
終
了
す
る
の
に
伴
い
、
本
紙
へ

の
求
人
求
職
の
掲
載
も
、
7
月
20

号
で
最
終
掲
載
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
消
費
者
に
変
化

省
エ
ネ
は
逆
転
の
好
機

77

休
職
に
関
す
る
詳
細
明
示
で

従
業
員
の
不
安
を
払
拭

求

人

求

職


